
CFOの小口です。2018年度第2四半期決算の概要について説明します。
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今回の決算のハイライトはご覧のとおりです。

第2四半期の状況は、通期見通しに対して堅調に推移しています。

また、MRJ開発投資を除いた定常収益力についても同様に、堅調に推移しています。

受注高では、インダストリー＆社会基盤セグメントの増加がパワーセグメントの減少をカバーし、

全体としてはほぼ前年同期並みとなりました。

事業利益では、航空・防衛・宇宙セグメントが民間航空機Tier1事業においてプロダクトミックス

が変化したことなどにより若干の減益となりましたが、全体ではパワーセグメントおよびインダ

ストリー＆社会基盤セグメントの増益によりカバーしました。

フリーキャッシュフローは、例年、第2四半期から第3四半期にかけて底を迎える傾向がありま

すが、当年度はそのマイナス幅が小さく、前年同期比では1,076億円改善しています。これは

キャッシュフロー経営が定着した結果と考えており、フリーキャッシュフローの通期見通しを従

来の500億円から1,000億円に上方修正しました。

こうした状況を踏まえ、中間配当については前年度（株式併合後換算）より1株あたり5円増配

の65円とすることを、本日の取締役会で決定しました。
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具体的な経営成績について説明します。

受注高は、前年同期より323億円減少し、１兆5,618億円となりました。

売上収益は、前年同期より440億円増加し、１兆8,720億円となりました。

事業利益は、前年同期より373億円増加し、567億円となりました。

親会社の所有者に帰属する四半期利益は、前年同期より284億円増加し、254億円となりまし

た。

EBITDAは1,201億円、フリーキャッシュフローは△750億円となり、いずれも前年同期を上回り

ました。
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MRJ開発投資を除いた定常収益においては、事業利益は1,040億円、四半期利益は724億円、

EBITDAは1,673億円、フリーキャッシュフローは△198億円でした。

定常収益力の面でも順調に推移しているものと評価しています。
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セグメント別の状況について説明します。

受注高について、パワーセグメントでは例年下半期に大型案件が集中する傾向があり、当期

も下半期の受注計上に向け個々の商談が進捗していますが、第2四半期時点では前年同期を

1,590億円下回る4,255億円となりました。一方、インダストリー＆社会基盤セグメントは前年同

期を1,633億円上回る9,258億円となりました。製鉄機械の市場が回復してきたこと、また量産

品が依然好調に推移していることなどが主な要因です。

売上収益について、航空・防衛・宇宙セグメントが民間航空機Tier1事業における売上減少等

の影響で前年同期を下回りましたが、パワーセグメント、インダストリー＆社会基盤セグメント

についてはいずれも前年同期を上回りました。

事業利益について、パワーセグメントでは主要事業のうちGTCC、スチームパワー、原子力、コ

ンプレッサはいずれも前年同期比で改善していますが、航空エンジンはTrent1000の対策費用

を引き当てた影響により減益となっています。当該引当を含めても、セグメント全体では前年同

期を331億円上回る473億円となりました。インダストリー＆社会基盤セグメントは、前年同期を

58億円上回る303億円となりました。航空・防衛・宇宙セグメントは、民間航空機Tier1事業にお

いて777の売上が減少したこと、防衛関連において例年売上が下半期に偏る傾向が当年度は

より大きくなっていることなどから、前年同期を20億円下回る△221億円となりました。
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バランスシートの状況について説明します。

バランスシートの効率化が次年度以降の利益の増加につながるという認識のもと、積極的に

効率化に取り組んでいます。例年、第2四半期末時点では、事業サイクルの長い当社の場合、

生産の進捗に伴い棚卸資産が増えることでバランスシートが拡大する傾向にありますが、当

年度は前年度末との比較において、あまり大きく拡大していません。棚卸資産がこの時点で増

加しているのは従来同様の傾向ですが、一方で売上債権の現金化による減少が顕著に表れ

ています。

負債および資本の部においては、予想以上に好調なキャッシュフローを受け、有利子負債の

増加が小幅にとどまっています。前年度第2四半期末時点では1兆円を超える水準でしたが、

当年度第2四半期末は9,000億円を下回っています。、この傾向は年間を通じて維持できるもの

と考えており、有利子負債の増加分は超短期のコマーシャルペーパーを中心に対応していま

す。
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主要財務指標について説明します。

自己資本比率は27.3％となりました。IFRSへの移行にともない期首にMRJ関連資産を圧縮した

影響から3割を下回る水準となっていますが、財政状態は改善傾向にあり、自己資本が大きく

傷んでいる状況とは考えていません。有利子負債残高、D/Eレシオについてはご覧のとおりで

す。いずれを見ても、財務の健全性は依然十分に保たれているものと評価しています。
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セグメント別の情報について説明します。

受注高については、オレンジ色で示したパワーセグメントが低調に推移していますが、下半期

に大型案件が控えていることから、年間ではある程度回復するものと見ています。一方、これ

をカバーしているのが緑色で示したインダストリー＆社会基盤セグメントです。製鉄機械や量

産品が好調のため、前年同期よりも大きく増加しています。

受注残高については、売上収益が増加する一方で受注が減少しているパワーセグメントを中

心に、減少しています。
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売上収益についてはご覧のとおりです。
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事業利益については、P6で説明しましたとおり、パワーセグメントにおいて航空エンジン関連の

引当を行った一方、原子力、GTCC等が売上増加を受け増益となっており、セグメント全体では

前年同期を大きく上回りました。インダストリー＆社会基盤セグメントも、製鉄機械の売上増加

による改善などがあったほか、中量産品も依然堅調な状況が続いています。航空・防衛・宇宙

セグメントは、民間航空機Tier1事業におけるプロダクトミックスの変化等により売上が減少した

ことにともない減益となりました。
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2018年度の業績見通しについて説明します。

ここまで説明してきましたように、第2四半期まではほぼ計画どおり、順調に推移しているものと

評価していますので、受注高、売上収益、事業利益、親会社の所有者に帰属する当期利益等

の各項目は、前回公表値を据え置いています。ただし、P3で触れましたとおり、フリーキャッ

シュフローについては第2四半期の段階で計画に対し改善が見られることから、年間の見通し

においても500億円程度の改善を見込み、1,000億円に上方修正しています。
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MRJ投資を除いた定常収益の見通しはご覧のとおりです。
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業績見通しのセグメント別の内訳はご覧のとおりです。
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最後に、本日公表しました三菱航空機の資本増強について説明します。

MRJの開発などを行う三菱航空機は、開発期間が延びたことや投資額の増加などにより、前

年度末時点で債務超過の状態となっています。一方、MRJ事業について抜本的な改善を図っ

てきた結果、2020年の初号機納入という現在のスケジュールの達成確度は高まってきたもの

と考えています。

かかる状況を踏まえ、MRJ事業化までの三菱航空機における財政面の課題を解決すべく、今

般、既存株主の皆様のご理解を得て、三菱重工による増資引受および一部債権放棄による資

本増強プランを設定しました。この結果、三菱航空機の当社の持ち分比率は従来の64％から

86.7％に増加します。

財政面の課題を解決した上で、技術面でも開発を着実に進めることで、2020年度以降の新た

な体制の下での事業化にある程度見通しが立ってきたものと考えています。

以上で、2018年度第2四半期決算の説明を終わります。
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